
様式Ｆ-１９ 
 

 

科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）研究成果報告書 

 

 

平成２５年 ６月１０日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）： 
平成 24 年 7 月 29~30 日に乗鞍岳頂上付近から 2 時間かけて高山植物を観察し、高山（乗鞍

岳）の植物散策による癒し（リラックス）効果が、何に由来するかを検討した。その結果、当
初想定していた嗅覚からの刺激というよりも、気が置けない仲間とのコミュニケーション、興
味ある散策活動及び適度な運動によるものと考えられる。しかし本課題の研究期間では充分な
エビデンスが得られていないので今後さらに詳細な検討が必要と思われる。 
 
研究成果の概要（英文）： 
It is recognized the significance of walking in the forest and scenic areas for our health 

including mental health, but the details are unknown.  In this study, we examined the 
effects of walking to observe the unique plants and herb in the Norikura-dake on the 
emotional relaxation.  On July 29 and 30, 2012, we started the observation from the top 
area of the Norikura-dake (Mt. Norikura), and we spent about 2 hours seeing 20-40 types of 
the plants and herb.  All of four participants enjoyed so much, but they could not smell 
them at all.  Actually, they satisfied to find the unique plants and to discuss about the 
distribution of them with other members around Mt. Norikura.  Therefore, we set up the 
large cage with running wheel, seesaws and plastic tunnels for 8 week-old male mice for 3 
hours.  After mice playing those equipments, we analyzed the monoamine contents in the 
prefrontal cortex, striatum, hippocampus and hypothalamus.  Only in the striatum of 
mice spent in the stimulating environment, slight increase of dopamine contents was 
observed compared with control mice, but other neurotransmitters and metabolites were 
not influenced.   
Taken together, it is suggested that the walking with observing the unique plants and 

herb leads the participants to relax and comfortable.  Appropriate exercise also helps to 
relaxation.  Since we could not obtain the much data in only one year, one more year is 
needed to conclude our hypothesis.   
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図１乗鞍岳散策によるリラックス

を高める、また、癒し効果があるとされ、近

年ブームとなっている。また香りを楽しむこ

とでも同様な効果があるとされ、アロマオイ

ルなどももてはやされている。こうしたこと

は国民の健康志向と相まってより健康でい

られることを後押しすると期待できる。学術

的な研究報告として、森林浴やアロマオイル

などによるリラックス効果を調査した論文

は多数あり、主に、脳内α波を増加させる、

自律神経活性を調節する、ストレス関連物質

のコルチゾールを減少（唾液中）させるなど

あるが、そのほとんどは事象報告である。ど

のようなメカニズムを介して効果が発現す

るかを解明することは、エビデンスの構築だ

けでなく、医学的にも患者の治療効果を高め

るために応用できる可能性がある。 
 

２．研究の目的 
これまで私は 30 年に渡って薬用植物研究

者として登山を通じて愛知～岐阜の山々、乗

鞍岳や伊吹山に自生する日本固有の薬用植

物の分布や生態を調査してきた 1-4)（関連記

事：中日新聞  2007.3.31.；日本経済新聞 
2007.5.1.）。乗鞍岳は標高 2700 メートルで、

初夏には 150～200 種類の植物が花を咲かせ、

一般人も気軽にハイキングできる山である。

毎年 7 月中旬～下旬の調査登山時には、幅広

い年代の多くの一般人が、澄んだ空気の中で

旬の草花を楽しみリラックスしている様子

が見られる。森林浴やアロマオイルなどによ

るリラックス効果に関する研究論文は、α波

の増加 5)、自律神経活性の変化 6)、だ液中コ

ルチゾールの減少 7)、など主に事象報告で、

詳細なメカニズム解明はこれからの課題で

ある。そこで、高山植物による癒し効果につ

いて、乗鞍岳を散策し、満足度調査および基

礎薬学的手法を交えて科学的エビデンスを

構築することを目標にして本研究を実施し

た。 
 

引用文献：1) 日本生薬学雑誌 , 41, 61-6, 
1987; 2) ibid, 43, 55-8, 1989; 3) Natural 
Medicines 49, 255-60, 1995; 4) ibid, 54, 
193-5, 2000; 5) J Magn Reson Imaging, 4, 
623-6, 1994; 6) J Int Med Res, 34, 152-9, 
2006; 7) J Physiol Anthropol, 26, 123-8, 
2007. 

 
３．研究の方法 
(1)初夏の乗鞍岳散策調査：健常かつ乗鞍岳散

策経験歴 10 年以上の 4 名（成人男性 3 名、

成人女性 1 名）を対象とした。平成 24 年 7
月 28~30 日の 13 時に乗鞍岳頂上（畳平：標

高 2700 メートル）付近から散策を開始し、

およそ2時間かけて30~40種類の高山植物を

観察した（発表論文 (4) および学会発表 (1) 
(4)）。散策後、参加者 4 名に対し、(i)リラッ

クスできたか、(ii)リラックスできた場合、何

に由来するものか、について口頭で質問した。 
(2) マウ スを用い た基礎薬 学的検討：

C57BL/6J 系雄性マウス（8 週齢、日本 SLC
（株））10 匹を購入し 2 週間 5 匹（1 グルー

プ）を集団飼育した。その後刺激的及び魅惑

的な器具のある環境下（シーソーや滑車を設

置した透明アクリル製ケージ（縦 50 x 横 40 x
高さ 30 cm））内で 3 時間過ごさせた（刺激

環境暴露グループ）。その後、脳を摘出し各

脳部位（前頭皮質、海馬、線条体、視床下部）

に分割し、サンプル調整後、ドーパミン、ア

ドレナリン、セロトニンおよびそれらの代謝

物含量を HPLC-ECDシステム（HTEC500、
エイコム）で測定した。対照グループは、5
匹を器具のない環境に 3時間暴露したマウス

を用いた（名城大学実験動物委員会承認番

号：H24-薬-実-12）。 
 
４．研究成果 

(1)初夏の乗鞍岳散策調査：平成 24 年 7 月 28
日に調査準備を行い、29 および 30 日の 13
時からナナカマド類、イタドリ類およびハイ

マツ群落などの分布調査を行いながら散策

した。両日とも天候に恵まれ、休息を取りな

がらおよそ 2 時間かけて観察した。散策後、

参加者に対し、口頭で尋ねたところ、4 名中

全員がリラックスできたと答えた（図 1）。ま

た、その理由を尋ねたところ、原生植物の分

布を確認できた、仲間と会話を楽しみながら

の散策できた、また適度な運動が心地良かっ

た、と寄せられた。しかしながら、当初仮定

していた高山植物の香りを楽しみリラック

スできたという意見は得られなかった。 
 

 
(2)マウスを用いた基礎薬学的検討：刺激環境

暴露グループおよび対照グループについて、



 

 

前頭皮質、海馬、線条体、視床下部のドーパ

ミン、アドレナリン、セロトニンおよびそれ

らの代謝物含量を比較した。3 時間の刺激環

境下では、回転かごを回しトンネルを走り回

るなどしていた。対照グループと比較すると、

刺激飼育グループの線条体においてドーパ

ミン含量がわずかであるが増加していた。そ

の他のモノアミンについては変化しなかっ

た（図 2）。また、代謝物についても特に影響

しなかった（データ示さず）。ただ、現在も

測定条件について追加検討を行っており、脳

微量透析法などによりリアルタイムで神経

伝達物質遊離が測定できれば今後明らかに

なることもあると思われる。 

以上のことから、高山植物散策による癒し

（リラックス）効果は、当初想定していた嗅

覚からの刺激というよりも、気が置けない仲

間とのコミュニケーション、興味ある散策活

動及び適度な運動によるものと考えられる。

しかし本課題の研究期間では充分なエビデ

ンスが得られていないのでさらに詳細な検

討が必要と思われる。 
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